
■第24回　通常総代会開催　

■移動編集局開催のお知らせ

■管内のメロン・すいかの定植作業スタート

■令和6年度　新入職員紹介
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4月6日に一已地区で水稲の播種作業がスタート！！
　写真は4月15日に播種作業を開始した長谷川明生さん（納内地区）です♪

➡記事の詳細は5ページ

JAきたそらちでは、ホームページ/Facebook/
Instagram/YouTubeで、魅力満載の情報を
発信中です！ぜひ、ご覧ください！

ホームページ
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ୈ��ճ
　
４
月
９
日
、
深
川
支
所
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
第
24
回
通

常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
た
。
総
代
定
数
３
０
０
名
に
対
し
、

本
人
出
席
１
０
６
名
、
代
理
出
席
３
名
、
議
決
権
行
使
書

面
に
よ
る
も
の
１
３
１
名
の
合
計
２
４
０
名
の
総
代
が
出

席
し
た
。

　
松
田
直
人
専
務
が
開
会
を
宣
言
し
、
出
席
者
全
員
に
よ

る
Ｊ
Ａ
綱
領
朗
唱
が
行
わ
れ
た
後
、
岩
田
清
正
組
合
長
が

挨
拶
を
述
べ
た
。
岩
田
組
合
長
は
こ
の
中
で
、
昨
年
の
管

内
の
作
況
等
に
つ
い
て
、
基
幹
作
物
で
あ
る
水
稲
に
お
い

て
は
、
５
月
下
旬
か
ら
の
低
温
で
平
年
を
下
回
る
茎
数
と

な
り
、
さ
ら
に
夏
の
異
常
な
高
温
の
影
響
で
稲
の
生
育
が

急
速
に
進
み
十
分
な
分
け
つ
を
確
保
し
な
い
ま
ま
開
花
・

登
熟
を
迎
え
た
。北
空
知
の
作
況
指
数
は「
１
０
２
」と「
や

や
良
」
と
な
っ
た
が
、
実
感
で
き
る
ほ
ど
の
収
量
は
無
く
、

品
質
に
お
い
て
も
腹
白
や
胴
割
れ
が
散
見
さ
れ
、
タ
ン
パ

ク
値
も
高
く
そ
れ
ぞ
れ
の
品
種
に
お
い
て
も
満
足
の
い
く

結
果
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
登
熟
期
の
温
度
が
高
温
だ

っ
た
こ
と
で
ア
ミ
ロ
ー
ス
値
が
低
く
な
り
食
味
は
良
好
と

な
っ
た
。
畑
作
物
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
作
物
が
平

年
を
上
回
る
進
度
で
生
育
し
た
。
秋
小
麦
は
登
熟
期
間
の

日
照
時
間
が
し
っ
か
り
確
保
で
き
た
こ
と
や
形
質
が
良
好

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
全
量
Ａ
ラ
ン
ク
に
調
製
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
ば
に
つ
い
て
は
耕
起
、
播
種
と
順
調
に
進
ん

だ
が
開
花
期
頃
の
最
低
気
温
が
高
く
結
実
に
影
響
を
及
ぼ

し
た
こ
と
に
加
え
、
水
害
、
風
害
な
ど
で
収
量
が
大
き
く

低
下
し
た
。

　
畜
産
に
つ
い
て
は
、
飼
料
価
格
の
高
騰
や
素
牛
価
格
の

低
迷
、
猛
暑
に
よ
る
生
乳
の
減
産
、
子
牛
価
格
の
下
落
な

ど
窮
状
に
つ
い
て
国
に
よ
る
支
援
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
。

青
果
・
花
き
に
つ
い
て
は
、
戸
数
・
生
産
面
積
の
減
少
に

よ
り
収
穫
量
は
減
少
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

５
類
移
行
も
あ
り
全
般
を
通
じ
て
価
格
高
で
相
場
が
進
ん

だ
。
昨
年
の
農
畜
産
物
の
販
売
取
扱
高
は
合
計
で
計
画
対

比
１
１
４
・
２
％
の
１
７
７
億
６
千
万
円
と
な
っ
た
こ
と

を
報
告
し
、
肥
培
管
理
・
飼
育
管
理
に
努
力
頂
き
、
出
荷

頂
い
た
こ
と
に
敬
意
と
感
謝
を
述
べ
た
。

　
続
け
て
「
第
７
次
農
業
振
興
計
画
・
農
協
経
営
計
画
」

の
最
終
年
で
あ
る
今
年
、
国
際
情
勢
が
不
安
定
な
状
況
で

は
あ
る
が
私
た
ち
き
た
そ
ら
ち
農
業
協
同
組
合
は
国
民
の

食
糧
は
我
々
が
守
る
と
い
う
事
を
念
頭
に
、
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
Ｊ
Ａ
で
あ
り
続
け
、
第
７
次
の
反
省
を
活
か
し
、

第
８
次
の
計
画
の
検
討
を
重
ね
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
す

る
と
宣
言
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
、
納
内
地
区
の
長
谷
川
勝
英
氏
、
多
度

志
地
区
の
赤
澤
晃
光
氏
を
議
長
に
選
出
し
議
案
審
議
に
入

り
、
８
議
案
全
て
が
原
案
通
り
可
決
決
定
さ
れ
、
当
期
未

処
分
剰
余
金
は
前
年
比
５
百
５
十
万
円
増
の
２
億
２
千
９

百
万
円
を
計
上
し
、
剰
余
金
処
分
案
で
は
、
準
備
金
や
積

立
金
に
よ
る
内
部
留
保
の
他
、
販
売
品
・
営
農
購
買
品
に

対
す
る
事
業
分
量
配
当
、
出
資
配
当
合
わ
せ
て
８
千
６
百

万
円
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

௨
ৗ
૯
୅
ձ
։
࠵

௨
ৗ
૯
୅
ձ
։
࠵

௨
ৗ
૯
୅
ձ
։
࠵

ٞ長を務めた
長୩川（ࠨ）ࢯと੺ᖒࢯ（ӈ）

ࡰ組合長にΑるѫాؠ

  

■
理
事

   

佐  

藤  

孝  

俊

　
　
　
　

  

（
非
常
勤
）
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■
理
事

   

北  

清  

直  

人

　
　
　
　

  

（
非
常
勤
）

  メ　ム  北  竜 役
員
紹
介

　
役
員
の
補
欠
選
任
が
行
わ
れ
、２
名
の

方
が
新
し
く
役
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

※年齢は令和6年4月9日現在。
※田の耕地面積には転作も含まれています。

①所属委員会　　③営農形態
②年齢　　　　　④耕地面積
　　　　　　　　（田、畑、家畜）
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令和５年産令和５年産
農畜産物共励会 表彰者農畜産物共励会 表彰者
͏Δͪถͷ部
ʢ����̷BҎ্ʣ ΋ ͪ ถ ͷ 部

͏Δͪถͷ部
ʢ���ʙ����̷Bະຬʣ

ʲ࠷༏ल৆ʳ
தౡɹརҰʢਂ઒ࢧॴҰቮ஍۠ʣ
ʲ༏ ल ৆ʳ
ླ໦ɹਅޛʢӍཽࢧॴʣ
ੴᖒɹ໌޹ʢӍཽࢧॴʣ
খݪ༤Ұ࿠ʢӍཽࢧॴʣ
ॴʣࢧຊɹޫ໵ʢ๺ཽࢁ
த໺ɹ༸ষʢӍཽࢧॴʣ
ʲ༏ ྑ ৆ʳ
ᜊ౻ɹޭ޾ʢӍཽࢧॴʣ
খࢁɹɹ෢ʢӍཽࢧॴʣ
౻ాྋଠ࿠ʢӍཽࢧॴʣ
ॴʣࢧ೭ʢӍཽوຊɹڮ
ਫ্ɹݐೋʢӍཽࢧॴʣ
ॴʣࢧʢӍཽ܄ɹɹڮ∁
٢ాɹ३༟ʢӍཽࢧॴʣ

ʲ࠷༏ल৆ʳ
ೆ୩ɹ௕࣏ʢຈՃ಺ࢧॴʣ
ʲ༏ ल ৆ʳ
ೆ୩ɹल໌ʢຈՃ಺ࢧॴʣ

Ֆ　͖　ͷ　部
ʢ��BҎ্ʣ

ʲ࠷༏ल৆ʳ
ձࣾɹ੺઒ϑΝʔϜࣜג

ʢਂ઒ࢧॴҰቮ஍۠ʣ
ʲ༏ ल ৆ʳ
ਿࢁɹխҰʢਂ઒ࢧॴೲ಺஍۠ʣ
Ֆ　͖　ͷ　部
ʢ��Bະຬʣ

ʲ࠷༏ल৆ʳ
઒ຊɹ和޾ʢ๺ཽࢧॴʣ
ʲ༏ ल ৆ʳ
ԭాɹ޹ढ़ʢӍཽࢧॴʣ
໌ಓɹতయʢӍཽࢧॴʣ
େౡɹߒҰʢ๺ཽࢧॴʣ
ॴʣࢧʑ໦ɹོʢӍཽࠤ
ӽલɹɹۈʢӍཽࢧॴʣ
ʲ༏ ྑ ৆ʳ
ాؙɹརതʢຈՃ಺ࢧॴʣ
੢ؙɹɹতʢӍཽࢧॴʣ
୮ӋɹӳلʢӍཽࢧॴʣ
෢ੴɹউஐʢӍཽࢧॴʣ
ҏ౻ɹݑজʢӍཽࢧॴʣ
໺࡚ɹਖ਼٢ʢӍཽࢧॴʣ
٠஑ɹɹ੣ʢӍཽࢧॴʣ
দ௕ɹ৳࠸ʢӍཽࢧॴʣ
େ۽ɹҰ੒ʢӍཽࢧॴʣ
ॴʣࢧɹɹ୓ʢӍཽ౻ࠤ

ʲ࠷༏ल৆ʳ
ॴೲ಺஍۠ʣࢧʢਂ઒߂ଜɹᬷࠓ
ʲ༏ ल ৆ʳ
দҪɹɹकʢਂ઒ࢧॴଟ౓ࢤ஍۠ʣ

令和５年産令和５年産

ੜ　ೕ　ͷ　部

ձࣾɹ౻઒೶৔ࣜג
ʢਂ઒ࢧॴҰቮ஍۠ʣ

生乳品質共励会表彰者生乳品質共励会表彰者

େ　౾　ͷ　部
ʢ���̷BҎ্ʣ

ʲ࠷༏ल৆ʳ
ॴϝϜ஍۠ʣࢧढ़ʢਂ઒޹ɹ౻ࠤ
ʲ༏ ल ৆ʳ
த઒ɹ৳তʢਂ઒ࢧॴϝϜ஍۠ʣ
ԣҪɹ޾Ұʢਂ઒ࢧॴҰቮ஍۠ʣ
ʲ༏ ྑ ৆ʳ
ॴϝϜ஍۠ʣࢧʢਂ઒࢘ߒ୩ɹߴ
ദ૔ɹɹߊʢਂ઒ࢧॴଟ౓ࢤ஍۠ʣ
ਫ໺ɹढ़จʢਂ઒ࢧॴೲ಺஍۠ʣ
ԣҪɹɹపʢਂ઒ࢧॴҰቮ஍۠ʣ
ձࣾɹ੺઒ϑΝʔϜࣜג

ʢਂ઒ࢧॴҰቮ஍۠ʣ
೶ࣄ૊߹๏ਓɹѴ೶৔

ʢਂ઒ࢧॴೲ಺஍۠ʣ
த໺ɹળོʢਂ઒ࢧॴҰቮ஍۠ʣ

੨　Ռ　ͷ　部

ʲ࠷༏ल৆ʳ
˔ͻ·ΘΓ͍͔͢
ॴʣࢧհʢ๺ཽ޹ɹ౻ࠤ
ʲ༏ ल ৆ʳ
˔௕͍΋
അ໦ɹҳஉʢਂ઒ࢧॴϝϜ஍۠ʣ
˔௕ωΪ
ॴҰቮ஍۠ʣࢧҪɹ和໵ʢਂ઒ߥ
ʲ༏ ྑ ৆ʳ
˔インήン
த੢ɹ๕ࢠʢ๺ཽࢧॴʣ
˔ͻ·ΘΓϝϩン
౉ลɹ༃ൣʢ๺ཽࢧॴʣ
˔εイʔτίʔン
ాԬɹ൏ਓʢӍཽࢧॴʣ
˔ೆӝ
ॴʣࢧʢຈՃ಺ߦɹউࢁ∁

ळ·͖খഴͷ部
ʢ���̷BҎ্ʣ

ʲ࠷༏ल৆ʳ
ҏ౦ɹൣউʢਂ઒ࢧॴϝϜ஍۠ʣ
ʲ༏ ल ৆ʳ
Ӝ୍ɹ޾ڭʢਂ઒ࢧॴϝϜ஍۠ʣ
Տ߹ɹɹெʢਂ઒ࢧॴϝϜ஍۠ʣ
ʲ༏ ྑ ৆ʳ
͋ΜͶΜGBSNࣜגձࣾ

ʢਂ઒ࢧॴϝϜ஍۠ʣ
ञҪɹ޹༤ʢਂ઒ࢧॴϝϜ஍۠ʣ
ԣ಺ɹ༏࣏ʢਂ઒ࢧॴϝϜ஍۠ʣ
ॴϝϜ஍۠ʣࢧ࿏ʢਂ઒࣍ɹ࡚ࢁ
౦໺ɹ੓࣏ʢਂ઒ࢧॴҰቮ஍۠ʣ

ळ·͖খഴͷ部
ʢ���ʙ���̷Bະຬʣ
ʲ࠷༏ल৆ʳ
ଜ্ɹརߦʢਂ઒ࢧॴϝϜ஍۠ʣ
ʲ༏ ल ৆ʳ
ॴϝϜ஍۠ʣࢧʢਂ઒࢘ߒ୩ɹߴ
໺ᖒɹًߒʢਂ઒ࢧॴೲ಺஍۠ʣ
ʲ༏ ྑ ৆ʳ
ླ໦ɹल௨ʢਂ઒ࢧॴϝϜ஍۠ʣ
໼໺ɹ࣮ࠀʢਂ઒ࢧॴϝϜ஍۠ʣ
ଜ্ɹɹ੣ʢਂ઒ࢧॴϝϜ஍۠ʣ
ॴϝϜ஍۠ʣࢧ໦ɹ༟೭ʢਂ઒ߥ
໺ݪɹརจʢਂ઒ࢧॴҰቮ஍۠ʣ

˔๺ేϝϩン
ࣲాɹ޹యʢਂ઒ࢧॴԻߐ஍۠ʣ
˔ॵפϝϩン
∁ాɹ૱ࢠʢӍཽࢧॴʣ
˔Ξεύϥ
ଠాɹึʢਂ઒ࢧॴԻߐ஍۠ʣ
˔ϚμʔϘʔϧ
∁ాɹ๕ܟʢӍཽࢧॴʣ
ӝމ˔
໼ڮɹ和඙ʢਂ઒ࢧॴԻߐ஍۠ʣ
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Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
新
聞

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
新
聞

号外

Ҡಈฤू࢝ہ·Δʂ
地元の話題が、日本農業新聞で全国へ

農業振興部だより 「
日
本
農
業
新
聞
」
で

　
　地
域
の
情
報
を
掴
も
う

「
日
本
農
業
新
聞
」
で

　
　地
域
の
情
報
を
掴
も
う

　
こ
の
移
動
編
集
局
は
毎
年
、
全

国
の
Ｊ
Ａ
が
取
り
組
ん
で
い
る
も

の
。
地
域
に
眠
る
様
々
な
情
報
を

掘
り
起
こ
し
全
国
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
る
。
農
作
業
現
場
の

旬
の
情
報
や
、
生
産
効
率
化
に
取

り
組
む
農
家
の
紹
介
な
ど
を
掲
載

す
る
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
移
動
編
集
局
の
期
間

は
５
月
24
日
ま
で
。

　
移
動
編
集
局
の
担
当
課
で
あ
る

農
業
振
興
部
松
本
定
幸
課
長
は
、

「
企
画
構
想
に
５
年
を
か
け
て
よ

う
や
く
形
に
な
っ
た
。
私
た
ち
Ｊ

Ａ
の
役
割
は
、『
ど
れ
だ
け
組
合

員
に
良
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え

る
か
』
だ
と
思

う
。
職
員
全
員

で
精
一
杯
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い

く
」
と
話
す
。

　
令
和
６
年
５
月
20
日
か
ら
日
本

農
業
新
聞
で
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
の

「
移
動
編
集
局
」
が
始
ま
る
。

　
移
動
編
集
局
と
は
、
日
本
農
業

新
聞
の
紙
面
企
画
で
あ
り
、
全
国

面
や
北
海
道
面
に
Ｊ
Ａ
管
内
の
記

事
を
１
週
間
集
中
的
に
掲
載
す
る

も
の
。
当
Ｊ
Ａ
の
農
畜
産
物
や
特

産
品
、
農
家
組
合
員
・
Ｊ
Ａ
の
取

組
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
、
深
川

市
、
雨
竜
町
、
北
竜
町
、
幌

加
内
町
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
あ

る
農
業
を
、
紙
面
を
通
じ
て

全
国
に
発
信
い
た
し
ま
す
。

　
既
購
読
者
の
皆
様
は
ぜ
ひ

注
目
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

ま
た
、
未
購
読
者
の
皆
様
は

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
購
読
申
し

　
移
動
編
集
局
で
掲
載
さ
れ

る
記
事
は
、
当
Ｊ
Ａ
農
業
振

興
部
と
日
本
農
業
新
聞
の
記

者
で
４
月
上
旬
か
ら
取
材
を

行
っ
て
い
る
。
記
事
は
「
米

ぬ
か
和
牛
き
た
そ
ら
ち
フ
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連
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ど
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る
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４
月
26
日
に
は
、
本

所
に
て
開
局
式
も
行
わ

れ
Ｊ
Ａ
役
職
員
や
日
本

農
業
新
聞
の
支
所
長
な

ど
約
40
名
が
参
加
。
移

動
編
集
局
の
目
的
や
概

要
を
改
め
て
説
明
を
行

っ
た
。
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水稲の播種作業開始水稲の播種作業開始

　ˋԧ6ࡇ࠰の൦ᆖ˺˄にӼƚたᆔቡのภืෞ൒˺ಅが、3月

22日にᩋᇕૅ৑、3月25日に҅ᇕૅ৑でڼまƬた。

　ภืෞ൒Ƹ、҄ܖᠾᕤを̅用Ƥƣにภืを用いてᆔቡをൈ

ᓏすǔこƱで、いもƪ၏Ǎᒁᇌௗኬᓏ၏ƳƲにݣしᠾᕤϼྸ

Ʊӷሁˌɥの᧸ᨊјௐがƋり、ܤ・࣎ܤμƳ቟ƮƘりǍіщ

の᠉ถに一ࢫᝰƬていǔ。˺ಅƸݦ用のᘺፗを̅い、5ɘごƱ

にȍȃトでݱЎƚƞれたᆔቡを60éに̬たれたƓืに10Ў

᧓ේしてൈᓏしたࢸ、ϬҲ・Ꮾ൦ϼྸをし、Ӳဃငᎍǁᣐࠋ

すǔ。ӕৢƏԼᆔƸƏǔƪ቟Ǎもƪ቟のǄかᣒ቟、᫫૰用቟

ƳƲ26Լᆔにǘたǔ。

　ᩋᇕૅ৑でƸʻࡇ࠰、ᩋᇕૅ৑のဃငᎍ104ৎƱข߷ૅ৑

のဃငᎍ82ৎのᆔቡᚘ92ᳮ、また҅ᇕૅ৑でƸʻࡇ࠰、҅

ᇕૅ৑のဃငᎍ88ৎƱข߷ૅ৑のဃငᎍ81ৎのᆔቡኖ84

ᳮをෞ൒すǔ。　　

　ᩋᇕૅ৑でƸ4月8日から10日᪭、҅ᇕૅ৑でƸ3月29

日から4月10日᪭までȔーǯをᡇƑたࢸƸ、ɲૅ৑Ʊも5月

ɥକ᪭まで˺ಅがዓƘ。

今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる今年度の水稲作付へ向けて　種籾の温湯消毒作業が始まる

ᩋᇕૅ৑

҅ᇕૅ৑

4月6日にሥϋのトȃȗをЏり、一ࠂ地ғで൦ᆖのછᆔ˺ಅがڼまƬた。

4月15日にછᆔ˺ಅをڼǊた　ᧈ᜿߷ଢဃƞǜᲢኛϋ地ғᲣƸ、ኖ18haᲢႺછԃǉᲣを˺˄してƓり、žƳ

ƳƭǅしſžƾƬƘりǜこſの2ԼᆔをȓȋーȫȏǦǹ5౐でᏋᒁすǔ。˺ಅの᧏ڼƸ̊࠰ᡫりの଺஖ƱƳり、

൦ဋǁのᆆౡƸ5月15日᪭をʖܭしていǔ。ᧈ᜿߷ƞǜƸ、žǏƘǏƘƸμてႺછにすǔƱいƏ目標をਤƪ

Ƴがらփᠾしています。˺ƬたƓ቟をμ׎の皆ƞまにƓいしƘ᫢ǂていたƩƚたら۹しいſƱᇰ᫊でᛅす。

　ሥϋのછᆔ˺ಅƸ、4月ɦକまでዓƘ。

*OTUBHSBN 'BDFCPPL Ͱ΋͝঺հ！
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管内メロン・すいかの定植作業スタート！
　ሥϋの特ငԼでƋǔȡȭȳ、すいかのܭౡ˺ಅがӲ地ғでڼまƬた。

　３月ᲫᲯ日に҅ᇕထのžƻまǘりȡȭȳſ、３月ɦକにƸข߷ࠊのž҅૯ȡȭȳſのܭౡ˺ಅが᧏ڼƞれ、ž୛

݊ȡȭȳſžȞȀーボーȫſのܭౡも᪯ഏᘍǘれていǔ。

　4月�日、҅ᇕထ特ငžƻまǘりすいかſのܭౡ˺ಅがᲢఇᲣ᭗ဋᲢ҅ᇕ地ғᲣで᧏ڼƞれた。ʻ࠰Ƹ࠯

よりもᲬ日ଔƘᘍƏこƱ࠰ౡにƭいてƸମܭႎにൢภが˯Ƙᗡᩌが᡿れたが、แͳ˺ಅሁをᚘဒႎにᘍいר

がでƖた。

　᭘ဋƞǜƸžᩌᚐƚが᡿れてแͳにƸᩊᑋしたが、ᒁᇌƪがᑣƘମ࠰よりଔƘ˺ಅをᡶǊǔこƱがでƖた。

ʻ࠰も୛いٰにƳりƦƏƳので࿿ƘすƬƖりした味ǘいで൦Ўがᝅ݈ƳƻまǘりすいかをǸȥーǹがǘりに

᫢ǂてഒしいſƱᛅしᲰ月1�日᪭のИ出ᒵを目ਦす。

ሁにදॖしƳがら、ᑣࡇภが˯いたǊภٸも、ბௐまでのࢸౡ˺ಅኳʕܭ　

ឋƳȡȭȳ・すいかのဃငǁӼƚてሥྸ˺ಅがዓƚられǔ。

　�月ɶକ᪭にƸ、ᢊϋئࠊǍข߷ᢊのᬜᠾငཋႺ٥৑žGEK4ſに出ᒵƞれǔ。

੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦

ʹ৯څߍֶ
஍ݩͷ͓ถ
各地区へ2か月分を贈呈

ᠾಅңӷ組合ᡲ合˟Ƹ؏࠼JAƱJA҅いƿƖで組ጢすǔ҅ᆰჷ࢘　

4月3日、҅ᆰჷܖח校ዅ᫢組合Ტ組合ᧈ・ဋɶଡ࠳ข߷ࠊᧈᲣǁሥ

ϋငžƳƳƭǅしſ�か月ЎᲢ�����MIᲣをពԑした。

　ӷᠾңᡲの᱅ဋබ一˟ᧈᲢJA҅いƿƖ組合ᧈᲣƱޥဋฌദྸʙ ࢘)

JA組合ᧈ )がข߷ࢫࠊ৑をᚧれ、ဋɶࠊᧈǁ目᥵を৖บした。

　ဋɶࠊᧈƸ、ž൑࠰�����ɘのƓ቟を҅ᆰჷחの܇ƲもたƪのたǊ

に੩̓いたƩƖज़ᜓဎしɥƛたい。Ɠ቟ƩƚでƳƘこの地؏で採れた

ᠾအငཋを̓ዅしていたƩƘこƱで܇ƲもたƪのͤμƳ᫢ᏋにもƳƬ

ていǔſƱƓᅇをᡓǂ、᱅ဋ˟ᧈǁज़ᜓཞを৖บした。

　ពԑしたƓ቟Ƹӷዅ᫢組合に৑ޓすǔข߷ࠊƱකဋထ、ڶᏑཅထ、

ᆃ༵Кထ、҅ᇕထのܖ校ዅ᫢Ʊして、4月Ʊ5月に੩̓ƞれǔ。

　また࢘JAƸ、ӷ日にᩋᇕထ、Ხ月Ჯ日にࠤьϋထǁӷơƘ� ȶ月

Ўのܖ校ዅ᫢቟をពԑした。

҅ᆰჷܖח校ዅ᫢組合

ᩋᇕထ

ьϋထࠤ
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੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦令和６年度
JAきたそらち作物別生産者組織役員名簿

作物部会名 組 合 長 副 組 合 長 会 計 理 事 監 事
北斗メロン生産協議会 蓑口　清志（納） 橋本　　健（一） 蓑口　清志（納） 橋本　　健（一）
雨 竜 町 メ ロ ン 部 会 須見　和之（雨） 林　　伸昌（雨） 林　　伸昌（雨） 谷本　貴志（雨）

北竜メロン生産組合 石井　　隆（北） 山田　敏光（北） 渡辺　靖範（北） 高畑　克洋（北）

き た そ ら ち
果 菜 生 産 組 合 沖田　孝俊（雨） 荒井　和也（一）

藤井　勝茂（一）
神尾　綾子（一）
吉澤　義彦（一）

松永　　徹（秩）

き た そ ら ち
豆 類 生 産 組 合 神尾　綾子（一） 松木　　薫（雨） 松木　　薫（雨） 竹谷　　全（北）

き た そ ら ち
蔬 菜 生 産 組 合 松田　　力（北） 白岡　直樹（北） 石川　雅志（一） 川越　豊治（雨） 塩田　吉範（一）

き た そ ら ち
胡 瓜 生 産 組 合 川村　正人（音） 桒野　良寛（音） 小倉　孝一（音） 山崎　靖博（音）

髙瀨　慎司（一）
き た そ ら ち マ ダ ー
ボ ー ル 生 産 組 合 佐々木健一（雨） 髙田　敬大（雨） 髙田　敬大（雨） 佐々木健一（雨）

ひまわりすいか組合 高田　秋光（北） 佐藤　孝介（北） 佐藤　孝介（北） 渡辺　俊成（北）
き た そ ら ち
大 玉 ト マ ト 部 会 土居　健一（北） 高尾　義弘（ﾒﾑ） 土居　健一（北） 高尾　義弘（ﾒﾑ）

き た そ ら ち ス イ ー
ト コ ー ン 生 産 組 合 髙田　　浩（雨） 佐々木健一（雨） 髙田　　浩（雨） 佐々木健一（雨）

き た そ ら ち
苺 生 産 組 合 尾嵜　雅一（ﾒﾑ） 松浦　　進（納） 尾嵜　雅一（ﾒﾑ） 松浦　　進（納）

き た そ ら ち
果 樹 生 産 組 合 高村　雅紀（納） 瀨川　直希（音） 野田　晃宏（音） 田川　大輔（音） 林　　祐輔（音）

庄司　俊喜（納）
き た そ ら ち 醸 造
ブ ド ウ 生 産 組 合 真鍋　文雄（多） 佐藤　真昭（多） 佐藤　真昭（多） 真鍋　文雄（多）

き た そ ら ち に ん
に く 生 産 協 議 会 増田　貴志（一） 江幡　良博（ﾒﾑ） 寳利　靖必（音）

旬 菜 部 会  林　　祐輔（音） 増田　慶仁（一） 尾嵜　香代（ﾒﾑ） 庄司　俊喜（納） 知久　秀美（音）
阿波　一雅（ﾒﾑ）

き た そ ら ち
ピ ー マ ン 生 産 組 合 折野　哲也（一） 三谷　好美（音） 折野　哲也（一） 三谷　好美（音）

き た そ ら ち
根 菜 生 産 組 合 河合　　暢（ﾒﾑ） 馬木　逸男（ﾒﾑ） 金谷　道宏（ﾒﾑ） 櫻井　博仁（ﾒﾑ） 馬木　逸男（ﾒﾑ）

北 育 ち 元 気 村
花 き 生 産 組 合 田村　昌之（妹）

内藤　敬人（音）
松本　和宏（北） 室田　健一（沼）

尾嵜　雅一（ﾒﾑ）
菅原　浩道（納）
遊佐　　稔（多）
永野　義典（雨）
越智　利政（秩）

神尾　　誠（一）
定講　保男（妹）

きたそらち青果・花き
生産運営協議会　役員

会 長 副 会 長 理 事
松田　　力（北） 尾嵜　雅一（ﾒﾑ） 髙田　　浩（雨）  林　　祐輔（音） 内藤　敬人（音）

きたそらち青果・花き
生産運営協議会　委員

蓑口　清志（納）　　須見　和之（雨）　　石井　　隆（北）　　沖田　孝俊（雨）　　神尾　綾子（一）
川村　正人（音）　　佐々木健一（雨）　　高田　秋光（北）　　土居　健一（北）　　高村　雅紀（納）
真鍋　文雄（多）　　増田　貴志（一）　　折野　哲也（一）　　河合　　暢（ﾒﾑ）

※（　）内は地区を示しております。

　音は音江、一は一已、納は納内、多は多度志、雨は雨竜、北は北竜、幌は幌加内、秩は秩父別、妹は妹背牛、沼は沼田。
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令和6年度　青果部　作物別業務担当配置表
品　目　名 担当 補佐

地　　区
生産組合事務局

深川市内 雨竜地区 北竜地区 幌加内地区

北 斗 メ ロ ン 柏倉 川本 柏倉 浅沼 藤川 北 斗 メ ロ ン 柏倉

胡 瓜 楠木 川本 楠木 川本 胡 瓜 楠木

豆 類 柏倉 川本 柏倉 川本 浅沼 藤川 柏倉 豆 類 柏倉

ピ ー マ ン 柏倉 川本 柏倉 川本 ピ ー マ ン 柏倉

い ち ご 堀口 楠木 堀口 藤川 い ち ご 堀口

長 ね ぎ 柏倉 川本 柏倉 浅沼
果 菜 柏倉

ミ ニ ト マ ト 堀口 川本 堀口

り ん ご 浅沼 浅沼
果 樹 浅沼

さ く ら ん ぼ 浅沼 堀口 浅沼 堀口

ワインブドウ 藤川 堀口 藤川 堀口 ワインブドウ 藤川

西洋・日本南瓜 楠木 柏倉 楠木 柏倉 浅沼 藤川 楠木
蔬 菜 楠木

ア ス パ ラ 楠木 堀口 楠木 堀口 浅沼 藤川

と ま と 藤川 堀口 堀口 藤川 と ま と 藤川

長 い も 楠木 堀口 楠木 堀口
根 菜 楠木

百 合 根 堀口 楠木 楠木 堀口

に ん に く 楠木 堀口 楠木 堀口 浅沼 藤川 に ん に く 楠木

玉 ね ぎ 柏倉 柏倉 玉 ね ぎ 柏倉

さ つ ま い も 堀口 堀口 浅沼 藤川 楠木

雨 竜 メ ロ ン 浅沼 浅沼 雨 竜 メ ロ ン 浅沼

西瓜（マダー） 浅沼 柏倉 浅沼 藤川 マダーボール 浅沼

スイートコーン 浅沼 柏倉 浅沼 藤川 スイートコーン 浅沼

北 竜 メ ロ ン 藤川 ※堀口 藤川 北 竜 メ ロ ン 藤川

西瓜（ひまわり） 藤川 ※堀口 藤川 ひまわりすいか 藤川

その他青果物 楠木 柏倉 浅沼 藤川 楠木

旬 菜 蓑口 堀 蓑口　・　堀　・　千葉 旬 菜 蓑口 堀

੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦

※今月の新風は休載いたします。

+"͖ͨͦΒͪଠཅޫൃిॴɹൃి࣮੷

発電電力

ŨˋԧᲰ３࠰月ܱጚ

٥ᩓ᣿᫇　������1��όᲢ4�ό�M9JᲣ

ᚘဒݣൔ

Эݣ࠰ൔ

63,379kWh 発電電力

ŨካᚘᲢ4Ჯ�1�᳸4Ჰ�３Უ

125,978kWh
Ქ�1���1M9J

Ქ1��4�M9J

ᚘဒݣൔ

Эݣ࠰ൔ

Ქ������M9J

Ქ���4��M9J
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　ˋԧᲰࡇ࠰ž҅ᏋƪΨൢؽſの᧏ᜒࡸƓよƼᇹᲫׅᄂ̲˟が、Ხ月Ჯ日、᳄᲻҅いƿƖᆃ༵Кஜ৑に

て᧏͵ƞれ、ΨൢؽဃƱ᧙̞ೞ᧙のࢫ職員が出ࠗした。

　ӷؽƸ、҅ᆰჷᠾಅࢸዒᎍᏋ঺ૅੲңᜭ˟Ტɶᙱᅵ࠳˟ᧈᲣがɼ͵し、Წ࠰᧓のǫȪǭȥȩȠにてם

ٓǍᠾᕤᏄ૰、ᠾಅኺփƳƲᠾಅμᑍのؕᄽჷᜤǍٶƘの技ᘐをᜒ፯、ܱ፼、ᙻݑᄂ̲をᡫơてܖƿこ

Ʊを目ႎに෇ѣしていǔ。

　᧏˟にƋたƬてɶᙱᅵ࠳˟ᧈがžᲬ࠰᧓のᄂ̲のƳかでփᠾに᧙すǔჷᜤǍኺ᬴を身に˄ƚǔǄかに

も、ʻࢸᠾಅにࢼʙしていƘɥでɧܤƳໜƳƲƋりましたら、˂のؽဃǍӷ地ғのᠾಅٟƱもᆢಊႎに

ႻᛩまたƸऴإʩ੭をᘍƬていたƩƖ、ᝅかƳǳȟȥȋǱーǷȧȳをᏋǜでもらいたいſƱਮਠした。

ዓいてؽဃの紹介がᘍǘれ、ʻࡇ࠰のΨൢؽဃƸ��名Ტ᳄᲻ƖたƦらƪሥϋؽဃ1�名ᲣƱӲ地ғか

ら様ŷƳ新ᙹݼᠾᎍがӋьし、ƦのƏƪ1�名が᧏ᜒࡸに出ࠗした。

　᧏˟ࡸኳʕࢸにƸ、ᇹᲫׅᄂ̲˟が᧏͵ƞれ、҅ෙᢊਦݰᠾಅٟのဋɶࡍᨺ൞
ᆃ༵Кထ�がžڂ૗か

らܖƿݼᠾしてからこれまでのኺփſƱいƏ᫆目でᜒ๫し、またᄂ̲˟ࢸのᒧᛅ˟でƸ、ؽဃӷٟがݼ

ᠾのኺዾǍኺփ࢟७ƳƲをᛅ᫆にᚃკをขǊた。

　Ხ月Ძ日、ஜ৑ɶ˟ᜭܴで,#ƖたƦらƪǹȞートᠾಅ技ᘐᄂᆮ˟ᲢҾᎧ˟ᧈᲣの౨᚛˟・ᇹᲯׅᡫࠝዮ

˟が᧏͵ƞれ、˟員ӏƼ᧙̞ᎍ��名がӋьした。

　ዮ˟のЭെ、౨᚛˟を᧏͵しˋԧᲯࡇ࠰の෇ѣኺᢅにƭいてʙѦޅよりإԓƞれた。またᆰჷᠾಅોᑣ୍

ӏǻȳǿー҅ᆰჷૅ৑　ޛ᱅ࢢᓔ୍ӏਦݰ員よりžドȭーȳ૝છによǔั൦Ⴚછの౨᚛ſにƭいてᜒ፯をᘍ

いྸᚐをขǊた。

　ዮ˟でƸʙಅإԓƱʙಅᚘဒがҾకᡫり১ᛐƞれ、ˋԧᲰࡇ࠰より名ᆅをƂ,#ƖたƦらƪǹȞートᠾಅ

ਖ਼ᡶңᜭ˟ƃǁ٭୼し、+%6技ᘐのݰ入をᡶǊ、地؏ǁの୍ӏਘٻにӕり組ǉこƱをɼƳ෇ѣƱすǔϋܾに

ƭいて฼ئ一ᐲでൿܭした。

「北育ち元気塾」開講式・第１回研修会　開催令和６年度

೶ۀ೶ۀ೶ۀ೶ۀ೶ۀ
ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦
೶ۀ
ৼڵ෦
೶ۀ
ৼڵ෦ +"͖ͨͦΒͪεマーτ೶ٕۀज़ڀݚձ

࠵会ɾୈ̑ճ௨ৗ૯会を։౼ݕ

ɶᙱ˟ᧈによǔਮਠ ᜒ፯をᎥƘؽဃ ᒧᛅ˟でᐯࠁ紹介をすǔؽဃ

໾　職 ໊　ࢯ ஍　۠

会　 ௕ ૱　　　ݪ Ի 　 ߐ

෭ 会 ௕ 人໌　֎ࢁ ๺ 　 ཽ

෭ 会 ௕ େྛ　ढ़೭ Ӎ 　 ཽ

ཧ　 事 ޺޾　Ҫࡔ 一 　 ቮ

ཧ　 事 ঵໵　ాؠ Ӎ 　 ཽ

ཧ　 事 ߶　　౻ࠤ ຈ 加 ಺
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೶ۀ೶ۀ೶ۀ೶ۀ೶ۀ
ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦
೶ۀ
ৼڵ෦
೶ۀ
ৼڵ෦

、ᢿȕȬȃǷȥȟǺでƸ、ᅈ˟ᅦᅍ෇ѣの一࿢ƱしてǢȫȟፃのȪȳǰȗȫׅӓᢃѣをᘍい3月27日ࣱڡ　

ข߷ࠊᅈ˟ᅦᅍңᜭ˟ǁ݃ពした。

　ˋԧᲯࡇ࠰ƸࣱڡᢿǍяƚ合い組ጢƳƲのңщもƋり、ׅӓしたȪȳǰȗȫ

13.2kgをข߷ࠊᅈ˟ᅦᅍңᜭ˟ǁ݃ពすǔこƱがでƖた。

　ӷᢿでƸ、ݱƞƳȪȳǰȗȫの݃ពで˳のɧᐯဌƳ૾ŷの৖яƚにƳれƹƱ

いƏ࣬いから൑ׅ࠰ӓし、一ܭ᣻᣽がᨼまれƹข߷ࠊᅈ˟ᅦᅍңᜭ˟にពԑし

ていǔ。ȪȳǰȗȫƸ150ɢ̾᳸ 180ɢ̾Ტኖ800kgᲣで៻ౝ1܇ӨƱʩ

੭がでƖ、ᅦᅍ଀ᚨሁǁƱ݃ពƞれǔ。

　ʻࡇ࠰もࡽƖዓƖׅӓをᘍƬてƓりますので、ᠾ˺ಅƳƲの˞ক଺にፃǳー

ȒーǍፃǸȥーǹを᫩まれǔᨥƸ、ȪȳǰȗȫׅӓにごңщをƓᫍいします。

のϥϕϧにʠアϧϛ੡ʡとදࣔされている؈　
ϦンάϓϧのΈճऩさせて௖いて͓ります。

ˎճऩઌ　ঁ性෦֤ࢧ෦事務ہ
ৄしくは、
農業ৼڵ෦Ӧ農ا画՝（0164�26�0134）
まで͓໰い合わせください。

女性部フレッシュミズ
深川市社会福祉協議会へリングプル寄贈
女性部フレッシュミズ
深川市社会福祉協議会へリングプル寄贈

　�月��日、,#яƚ合い組ጢžボȩȳȆǣǢǰȫーȗƋǈてƌƑſがѠࢍ˟を᧏͵し、˟ 員11名がӋьした。

ݣሊƱᝠငሥྸにƭいてſƱ᫆し、ራᆋݣဋ५ᇘᛢᧈがᜒࠖをѦǊžႻዓޛ　ᛢٳの᣿ᗡσฎᢿฏ#,࢘　

ሊƱしてද目をᨼǊǔ一଺৚ኳ身σฎにь入していたئ合ƱしていƳかƬたئ合のႻዓᆋ᫇のᢌいǍ、ኳ෇

をڼǊǔșǹトƳǿイȟȳǰにƭいてᜒᛅした。

Ǌた૾がȇȡȪȃڼЏ。ኳ෇にƭいてもଔƘٻဋᛢᧈƸž᪳ᝪ᣿Ʊσฎをɥ৖にЎƚてሥྸすǔこƱがޛ　

トよりȡȪȃトがٶい。˴かൢにƳǔこƱがƋれƹൢ᠉にႻᛩしていたƩƖたいſƱᛅした。

　Ѡࢸ˟ࢍにƸ、ᇹᲬׅƱƳǔᡫࠝዮ˟を᧏͵し、˟ᧈで

Ƌǔဋလᨗ፦൞Ƹϔ᪽でžボȩȳȆǣǢのׇ˳も࠰ŷݲƳ

ƘƳりʴ஬ɧឱから෇ѣもถƬていǔ。ƋǈてƌƑも໯ྸ

ƳƘᧈƘዓƚǔたǊに、˟員の皆ƞǜƱңщしていƖたいſ

ƱᛖƬた。

ボランティアグループあみてぃえ 勉強会＆通常総会を開催

ʙճऩʹ͋ͨͬͯͷ͓͍ئʙ
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　,#ボȩȳȆǣǢᑶᓔᲢʟɥ̮܇˟ᧈᲣƸ、３月��日にࠤьϋထᅈ˟ᅦᅍ

ңᜭ˟Ʊᅦᅍ଀ᚨǁƦƹٻᅦを݃ពした。

　この日Ƹ、ӷ˟員Ჲ名がӋьして৖˺りのƦƹٻᅦを用ॖし、ʟɥ˟ᧈが

でƖたてのƦƹٻᅦをӲ଀ᚨǁᚧբして৖บすƱžƦƹٻᅦを൑࠰ಏしǈに

してǔǜですſƱज़ᜓの言ᓶをいたƩいた。

Ƃࠤьϋૅ৑　ޥஜƃ

　Ძǭȭׄ૾ごƱのൢภǍᨀ൦᣽ƳƲのǄかൢټʖ

˺をȔȳȝイȳトでჷǔこƱがでƖǔ。日ŷのᠾإ

ಅで෇用でƖǔǢȗȪがμ׎にέᬝƚて҅ෙᢊにᛓ

ဃ。

　日ༀ଺᧓Ǎൢภ、ᆢᩌ᣽ƳƲのžᆢም᣽ſも、

ǢȗȪМ用ᎍがᚨܭした஖᧓でᙸǔこƱがでƖǔ。

　ǢȗȪƸ໯૰で、ž#RR 5VQTGſž)QQING 2NC[ſ

でイȳǹトーȫすǔこƱがでƖǔ。

幌加内支所

アϓϦを開いたらす͙に
ఱؾやؾԹが֬ೝできるのでと てͬもศར！！

#PFTQKFの૾Ƹこƪら K2JQPGの૾Ƹこƪら

ϐンϙΠントでఱؾ༧報・ؾԹなどが෼かる

ʮσδタϧΞϝμεʯ

JAボランティア花菜

そば大福を幌加内町社会福祉協議会等へ寄贈そば大福を幌加内町社会福祉協議会等へ寄贈そば大福を幌加内町社会福祉協議会等へ寄贈そば大福を幌加内町社会福祉協議会等へ寄贈そば大福を幌加内町社会福祉協議会等へ寄贈

おすすめアプリのご紹介！おすすめアプリのご紹介！おすすめアプリのご紹介！おすすめアプリのご紹介！おすすめアプリのご紹介！おすすめアプリのご紹介！おすすめアプリのご紹介！おすすめアプリのご紹介！
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令和６年度　新入職員紹介
4月1日より３名の新採用職員が入組しましたので、ご紹介いたします。

※ホワイトボードに、これからの『目標』を書いてもらいました！

 ①出身地　②出身校　③趣味・特技　④組合員の皆様に一言

金融共済部　渉外課
おおたけ かつや

①旭川市
②札幌大学
③将棋観戦
④１日でも早く組織の
役に立てる人材とな
れるよう精進いたし
ますので、ご指導の
ほどよろしくお願い
いたします。

①旭川市
②札幌大学
③将棋観戦
④１日でも早く組織の
役に立てる人材とな
れるよう精進いたし
ますので、ご指導の
ほどよろしくお願い
いたします。

燃料課　音江給油所
かたぎり あやと

①深川市
②拓殖大学北海道短
期大学
③音楽・映画・剣道
④積極的に仕事に取
り組み、JAきた
そらちや地域社会
に貢献していける
ように努力します。

①深川市
②拓殖大学北海道短
期大学
③音楽・映画・剣道
④積極的に仕事に取
り組み、JAきた
そらちや地域社会
に貢献していける
ように努力します。

おぐら ひろみ

金融共済部　金融共済イチヤン本所

①深川市
②深川東高等学校
③音楽を聴くこと
④分からないことだら
けでたくさんご迷惑
をおかけしますが、
一生懸命頑張りま
す！よろしくお願い
します！

①深川市
②深川東高等学校
③音楽を聴くこと
④分からないことだら
けでたくさんご迷惑
をおかけしますが、
一生懸命頑張りま
す！よろしくお願い
します！

令和６年度　新入職員紹介
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ηϯλʔからのお知らせٴී
　ۭ஌農業վྑීٴηンλー北ۭ஌ࢧॴ（஍ҬୈҰ係・ୈࡾ係）͓ Αͼ্川農業վྑීٴηンλー
ྩ、ॴ（஍ҬୈҰ係）に͓けるࢧผ࢜ ࿨6年౓の活動体੍について͓஌らせします。

前列左から▶
係長　দຊ ӳ࿨（ୈҰ係・水Ҵ）、ओ査(஍Ҭࢧԉ)　٢ా యੜ（ୈҰ係・Ԃܳ）、ओ査　ᜊ౻ ଠ߳ࢺ（広Ҭ専໳・ச産）  、
、（係・Ԃܳࡾୈ）子ن専ओ　஑ా ༞、（係・水Ҵࡾୈ）ॴ長　ീా ༸（Ԃܳ）、係長　北ౡ ५ࢧ
専ී 長ా ൏Ұ（ୈࡾ係・ാ作）

後列左から▶
ී৬　༿ࢁ 秀ଠ（ୈҰ係・水Ҵ）、ී ৬　େฏ 真༝（ୈҰ係・Ԃܳ）、ී 、ฏੴ ཹҒ（ୈҰ係・Ԃܳ）　ࢦ
専ී　ࡊ࠼ ࠇࢁ（ୈҰ係・水Ҵ）、専ओ　ञҪ لজ（ୈҰ係・ാ作）、専৬　૔下 ܡ （ีୈࡾ係・水Ҵ）、
ී৬　֯ࢁ ါੜ（ୈࡾ係・Ԃܳ）

˞専ओ：専໳ओ೚　専 ：ී専໳ීࢦٴಋһ　専৬：専໳ීٴ৬һ　ීࢦ：ී ී：ಋһ　ී৬ࢦٴ ৬һٴ

空知農業改良普及センター北空知支所 地域第一係【深川市】・第三係【雨竜町・北竜町】

上川農業改良普及センター士別支所 地域第一係【幌加内町（・士別市）】

支所長（園芸）

髙田　勲

係長（園芸）

千川　明子

主 査（畜産）

林　悟

専門主任（稲作）

佐竹　浩二

専門普及指導員（畑作）

植草　聡太

普及職員（稲作）

鎌田　慎也

普及職員（園芸）

牧川　雪乃

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（13）
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農ྛਫ࢈লからのお知らせ
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農ྛਫ࢈লからのお知らせ
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農ྛਫ࢈লからのお知らせ
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農ྛਫ࢈লからのお知らせ
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発
達
障
害
の
種
類
と
症
状

津
田
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

津

田

尚

也

発
達
障
害
は
そ
の
特
性
や
表
れ
る
困
り
ご
と
に
よ
っ
て
、
大
き
く
３
つ
の
タ
イ

プ
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
如
多
動
症
）

忘
れ
物
や
遅
刻
な
ど
の
不
注
意
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
り
な
か
な
か
集

中
で
き
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
多
動
性
・
衝
動
性
を
主
な
特
徴
と
す
る
障
害
で
す
。

Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
）

対
人
関
係
の
困
難
や
興
味
・
関
心
の
限
定
、
特
定
の
行
動
を
繰
り
返
す
な
ど
の

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｓ
Ｄ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
社
会
性
に
関
連
す

る
脳
機
能
の
偏
り
を
広
く
捉
え
て
お
り
、
よ
く
耳
に
す
る
「
自
閉
症
」
や
「
ア
ス

ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
」
の
症
状
も
Ａ
Ｓ
Ｄ
に
含
ま
れ
る
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

限
局
性
学
習
症
／
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）

読
み
書
き
や
聞
く
・
話
す
、
計
算
・
推
論
す
る
こ
と
な
ど
が
著
し
く
苦
手
な
特

徴
が
あ
り
ま
す
。「
学
習
障
害
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

発
達
障
害
の
原
因

発
達
障
害
の
原
因
は
現
時
点
で
は
特
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
生
ま
れ
つ
き
脳

機
能
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
が
現
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
際
に
２
０
０
４
年
12
月
に
公
布
さ
れ
た
発
達
障
害
者
支
援
法
に
お
い
て
も
、

発
達
障
害
は
「
脳
機
能
の
障
害
で
あ
っ
て
そ
の
症
状
が
通
常
低
年
齢
に
お
い
て
発

現
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

脳
機
能
の
偏
り
が
生
じ
る
理
由
に
つ
い
て
も
明
確
に
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
一

部
に
は
遺
伝
的
な
要
因
が
絡
ん
で
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
影
響
が
あ
っ
た
と

し
て
も
単
一
で
は
な
く
複
合
的
な
遺
伝
的
要
因
と
、
そ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
要
因
が
影
響
し
あ
っ
た
結
果
と
し
て
脳
機
能
の
偏
り
が
生
じ
る
と
推
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
親
の
育
て
方
」
は
原
因
で
は
な
い

こ
の
よ
う
に
、
発
達
障
害
は
遺
伝
な
ど
の
要
因
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
な

ぜ
脳
機
能
の
発
達
に
偏
り
が
生
じ
る
の
か
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
と
は
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。

親
の
し
つ
け
の
仕
方
や
愛
情
の
注
ぎ
方
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
、
と
考
え
る

方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
発
達
障
害
の
発
症
と
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
本
人
の
わ
が
ま
ま
で
も
な
い
こ
と
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
診
断
名
が
同
じ
で
も
子
ど
も
の
性
格
や
環
境
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
る
困

り
事
は
異
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ
て
環
境
調
整
な
ど
対
策
を

行
い
、
困
り
事
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

発
達
障
害
に
つ
い
て
ま
と
め

発
達
障
害
の
特
性
が
あ
る
子
ど
も
を
見
守
り
育
て
る
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦

労
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
子
ど
も
が
今
で
き
て
い
る
こ
と
に
目
を
向
け
て
、
褒
め
る
言
葉
が
け

を
増
や
す
の
も
一
つ
で
す
。
子
ど
も
の
特
性
や
関
わ
り
方
の
コ
ツ
を
学
ぶ
こ
と
に

よ
っ
て
、
お
互
い
が
そ
の
子
の
得
意
・
不
得
意
に
応
じ
た
接
し
方
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
ケ
ア
も
大
切
で
す
が
、
保
護
者
の
ケ
ア
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

つ
ら
く
な
っ
た
ら
休
養
を
と
っ
た
り
、
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（19）



ۚ༥ࡁڞ部からのお知らせ
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ۚ༥ࡁڞ部からのお知らせ

本　　所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-22-6619
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024

ＪＡきたそらちＪＡ共済

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（21）



クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

四月俳句四月俳句四月俳句

3月号の正解は
「ヒナアラレ」でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれま
した。

深 川 市　　曽我寿美子　様
雨 竜 町　　大林　紗也 様
幌加内町　　野口　美幸　様

【送り先】〒074-0015　深川市深川町字メム１０号線山３線5850番地
　　　　 JAきたそらち農業振興部営農企画課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-1228

【ホームぺージ応募フォーム】URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2
3

4

5
7

8

9
11

13

16

18
20

21
22

23

空気などを冷やす機械
動かすことができないほどの、大き
な石
本人に代わって手紙・文章を書くこ
と。またその書かれたもの。代書
朝に発行される新聞
一、二、三、一つ、二つ、三つなど。
物の多い、少ないを表すもの
畑で作って食用にする植物。「○○
○ジュース」「○○○炒め」
世界の中で一番であること
生物が生きていくために必要な栄養
の成分
これから先。一番年下の子。「○っ子」

「世も○だな」
日本特産の常緑高木。葉は針状で
密生。「○○花粉」
まようこと
着るものや工芸品の図がら。様子。

「雨○○○」
おとうさん⇔母
動物が食べたり、声を出したりする
ところ
川や谷・道路などの上にかけわたし、
両側の地点をつなぐ役目をするもの

1
4

6
8

10
12

14

15

17

18

19

21
24

25

作ること。「資料○○○○」
住宅や工場などが計画的に建設さ
れている地区。またその建物
仲直りすること
テレビなどで、事前に示し合わせ
て事実の記録らしく演出すること
図と表
動物や人間の曲芸を見せてお金を
取る見せ物
通りすぎること。試験などにパス
すること
英語で「はい、その通り」という
意味の言葉、肯定
思ったことや感じたことを文字で
書き表したもの
音楽にあわせて体や手足を動かす
こと「てんてこ○○」
疑って問うこと。疑わしいこと。

「○○○点」
金品を蓄えること。またその金品
社会やある組織の中で占めている
立場。身分「高い○○に就く」
腰を半ばあげて立ちかかった姿勢

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォーム・ハガキ・
ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよりに対するご意見ご要望を
記入の上ご応募下さい。
締切5月31日消印有効で当選者とクイズの答えは令和６年7月号に掲載します。

●
雨
竜
俳
句
会

　
更
地
な
る
来
期
も
出
る
か
蕗
の
薹
　
　
　
　
　
北
川
　
満
江

　
残
雪
を
惜
し
む
子
供
の
声
高
し
　
　
　
　
　
　
小
山
　
邦
男

　
白
梅
や
朝
の
御
飯
の
白
さ
か
な
　
　
　
　
　
　
松
木
　
五
月

　
薄
氷
を
ま
た
ぎ
最
後
の
登
校
日
　
　
　
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
ひ
な
納
め
四
十
年
の
月
日
終
え
　
　
　
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会

北
竜
支
部

　
揚
雲
雀
大
人
顔
負
け
落
語
会
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
弁
慶
の
隈
取
り
も
ち
し
雄
の
仔
猫
　
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
長
閑
さ
や
古
い
ア
ル
バ
ム
積
み
重
ね
　
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
喪
へ
急
ぐ
車
窓
の
桜
並
木
か
な
　
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

　
ぐ
ず
る
児
に
あ
や
す
母
あ
り
冴
え
返
る
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
繰
り
返
し
平
和
を
願
い
種
を
蒔
く
　
　
　
　
　
中
島
　
雅
子

　
亡
き
夫
の
齢
を
越
え
て
蓬
摘
む
　
　
　
　
　
　
宮
脇
美
和
子

　
菜
の
花
や
と
き
ど
き
混
じ
る
国
言
葉
　
　
　
　
佐
藤
美
智
子

●
土
筆
俳
句
会

　
雛
の
間
孫
の
襁
褓
で
部
屋
い
っ
ぱ
い
　
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
辛
夷
咲
く
社
に
一
礼
仰
ぎ
け
り
　
　
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
風
う
ら
ら
曾
孫
二
人
に
玩
具
買
う
　
　
　
　
　
山
川
　
輝
子

　
道
外
へ
転
勤
の
報
春
惜
し
む
　
　
　
　
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
春
愁
や
揺
ら
ぐ
水
面
の
絶
え
間
な
き
　
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
バ
イ
ト
終
え
旅
立
つ
彼
の
四
月
か
な
　
　
　
　
滝
口
富
美
子

　
黒
髪
を
染
め
薄
化
粧
孫
の
春
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
優
子

　
春
耕
の
父
が
残
し
た
錆
び
た
鍬
　
　
　
　
　
　
森
田
裕
美
子

　
道
明
寺
夫
の
蘊
蓄
桜
餅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沼
田
留
美
子

　
祖
母
か
ら
の
カ
タ
カ
ナ
手
紙
月
お
ぼ
ろ
　
　
　
小
橋
　
厚
子

A B C D E

1 2 3 4 5

6 7

8 9 10 11

12 13 14

15 16 17

18 19 20

21 22 23

24 25

D

C

A

BE
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１．関係団体等諸会議について
2．組合員の加入脱退について
3．財務報告及び事業実績について
4．第24回通常総代会開催要領について
5．固定資産の取得・修繕について
6．職員の人事及び業務事故について

７．令和５年度職員の人事考課・準職員の評価結果
及び令和６年度定期昇給について

８．第７次農協経営計画　第４事業年度（R5）の実
践状況について

９．貸出金の貸付報告について
10．新規就農者受入対策助成要領の改正について
11．畜産物の販売実績について

議案第１号　令和5年度決算監査報告について
議案第２号　独立監査人の監査報告書について
議案第３号　令和5年度監査報告書について
議案第４号　令和5年度決算関係書類及び部門別損益

計算書について
議案第５号　第24回通常総代会の日時及び場所につ

いて
議案第６号　第24回通常総代会の目的である事項に

ついて
議案第７号　通常総代会の議決権行使書面について

議案第８号　固定資産の取得について
議案第９号　給与規程の一部変更について
議案第10号　準職員就業規則の一部改正について
議案第11号　パート職員就業規則の一部改正について
議案第12号　貸出金の貸付について
議案第13号　クミカン貸越極度額の変更について
議案第14号　労働保険事務組合の令和５年度徴収・

納付状況報告について
議案第15号　令和５年産　農畜産物共励会について

提

出

議

案

報
告
事
項

第３回理事会 〈令和6年３月21日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

組合員の動き
（令和6年３月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,190
109
5,406
269
848

当月末
10
0
12
0
5

脱退
3
3
20
1
0

加入
1,197
106
5,398
268
853

当期首

※今月の新風は休載いたします。

大変お疲れ様でした大変お疲れ様でした大変お疲れ様でした退　職　者退　職　者退　職　者

◆経済部資材課 須見　隆広
令和６年４月30日付
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Kitasorachi

Instagramフォロワー500人突破記念！

◆応募期間 2024.5.1(水)から6.30(日)

「JAきたそらちの食と農」

受賞した５名様にＪＡきたそらちの特産品が当たる！
●組合長賞 （１名）    1万円相当の特産品詰め合わせ

●専務賞　 （１名） 7,500円相当の特産品詰め合わせ

●優秀賞　 （１名） 5,000円相当の特産品詰め合わせ

●佳作　　 （２名） 3,000円相当の特産品詰め合わせ

JAきたそらちInstagram

アカウントをフォロー

JAきたそらち管内で、
自然や風景、
特産品を食べている様子、
農作業の様子などを撮影

「JAきたそらちフォトコン」
をつけてInstagramに投稿

JAきたそらち管内１市３町（深川市・雨竜町・北竜町・幌加内町）で撮影された、「自然

・風景」「農作業の様子」「特産品を食べている様子」など当JAに関係する写真。

◆テーマ

◆賞・賞品

特産品が当たる！

注意事項等：非公開アカウントでの投稿は審査対象外とします/人物が写り込んでいる場合は必ず被写

体の許可を得て下さい。被写体が未成年の場合は必ず親権者の承諾を得ること/必ずどこで撮影され

たものか投稿文に明記すること/合成処理画像は審査対象外/撮影から３年以内の写真であること/応

募作品については今後、当JAの広報活動で使用する可能性がございます。ご了承ください/

応募の３STEP！
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